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論文内容の要旨
直腸内表面コイルを用いたMRI における、前立腺病変の信号強度と形態による診断基準を確立するo
【目的と方法】
前立腺特異抗原 (PSA) の上昇が見られ臨床的に前立腺癌が疑われた連続した81症例に対して直腸内表面コイル
を用いた MR 検査を行った。生検前に全ての患者に対して fast spin-echo 法による T2 強調横断像と矢状断像を撮
影し、 36例に対しては dynamic study も行った。前立腺の生検は MR 検査の後に、直腸内超音波装置を用いて経会
陰的に行い、左右対称性に12箇所の生検を行った。 T2 強調像と dynamic study の画像の評価は二人の放射科医が
行い、生検を行った場所に準じて前立腺を12断面に分類し、病変の存在および悪性の可能性について評価した。病変
の信号強度は非常に低信号(筋肉よりも低信号)、わずかに低信号(筋肉と等信号)、高信号(筋肉よりも高信号で
peripheral zone よりも高信号)に分類し、病変の形態は卵形、扇形、模状、管状、不整形に分類、病変の内部性状
は均一、不均一、網目状、線状に分類した。造影パターンを客観的に評価するために、 dynamic study における前
立腺の信号強度も計測した。画像の評価結果を、生検および外科的切除後の病理所見と直接対比した。
【結果】
前立腺癌に対する T2 強調像の感度、特異度、正確度はそれぞれ98%、 57%、 67%であった。模状、線状、網目状
を示した病変は全て良性で、不整形を示した病変の41%、不均一な病変の48%は悪性であった。 T2 強調像における
病変の信号強度と組織学的変化には関連性が見られなかった。 Dynamic study において、早期より造影される病変
の42%は悪性で、遷延性の造影を示す病変の84%は良性であった。
【結論】
前立腺の病変の診断において、形態的診断基準を用いることにより癌の前立腺内進展に対する特異度と正診率を向
上させることができる。前立腺癌の検出にはT 2 強調像が dynamic study よりも優れている。
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論文審査の結果の要旨
審査対象の主論文は、前立腺病変の直腸表面コイルを用いた MRI 像の特徴を評価した研究である o
前立腺癌の存在診断は生検により行われるが、 MRI の役割は、進達度診断とされている。しかしながら MRI の
進歩特に受信コイルの進歩により近年より信号強度、 SN 比、分解能の高い画像が得られるようになった。前立腺領
域では、直腸から挿入して使用する直腸表面コイルがあるo このコイルをもちいれば、より精細な画像が得られるこ
とから、以前では行えなかった前立腺病変の質的診断も評価も可能にされる。また前立腺癌の場合 MRI 検査前に生
検が行われることから、得られる画像に修飾が加わり、さらに評価を困難にするという問題点があった。
主論文では、直腸表面コイルを用いた MRI の前立腺病変(悪性と良性を含む)の画像上の特徴を検討し、その診
断基準を作成したはじめての論文である。この形態的診断基準では、特に良性病変の診断能が高く、前立腺生検以前
に MRI 検査を行うことで、不要な生検をさけることが可能であり、臨床上有用である。
よって学位の授与に値するものと認めるo
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